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会
員
大
会
は
、
大
木
副
会
頭
の
開
会
の

こ
と
ば
で
幕
を
開
け
、
続
い
て
大
川
会
頭

よ
り
「
商
工
会
議
所
の
運
営
に
あ
た
り
、

＊　

受　

賞　

者　

＊

○
地
域
ブ
ラ
ン
ド
大
賞

　
㈱
ヤ
オ
ハ
ン�

様

○
役
員
感
謝
状

　
永

　
田

　
　
章�

様

　
瀧

　
澤

　
太

　
郎�

様

○
議
員
感
謝
状

　
茂

　
呂

　
　
章�

様

　
大
阿
久

　
岩

　
人�

様

　
萩

　
原

　
良

　
和�

様

○
優
良
会
員
感
謝
状

　
㈱
染
谷
商
事�

様

　
㈲
麦
倉
建
材
工
業�

様

　
㈱
ひ
の
き
乃
工
房

　
　
　
　
　
樹
の
城�

様

　
六
合
ハ
ム
販
売
㈱�

様

　
㈱
ケ
イ
・
テ
ィ
ー
・
ア
イ

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様

○
共
済
制
度
加
入

　

協
力
事
業
所
感
謝
状

　
大
正
紙
器
㈱�

様

　
㈲
さ
と
う
運
輸�

様

　
㈱
英
商
事�

様
○
特
別
寄
付
感
謝
状

　
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱�

様

　
㈱
大
木
組�

様

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱�

様

　
㈱
栃
木
こ
す
も
す�

様

　
北
関
酒
造
㈱�

様

　
㈱
正
和�

様

　
㈱
ア
ス
ワ
ン�

様

　
㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー�

様

　
渡

　
邉

　
ト
ミ
子�

様

　
栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱
様

　
㈱
第
一
住
宅�

様

　
㈱
荒
川
建
設�

様

　
㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館�

様

　
茂
木
機
工
㈱�

様

　
大

　
川

　
吉

　
弘�

様

　
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン
様

　
㈱
セ
レ
モ
ー
ル�

様

　
㈱
五
月
女
タ
イ
ヤ
ー
商
会
様

　
栃
木
信
用
金
庫�

様

　
㈱
共
同
プ
ロ
保
険
事
務
所
様

　
㈱
染
谷
商
事�

様

　
福
富
税
務
会
計
事
務
所
様

　
岩
下
食
品
㈱�

様

　�（
平
成
16
年
11
月
以
降

１
０
０
万
円
以
上
）

　

去
る
10
月
10
日
、
栃
木
市
内
に
お
い
て
、
創
立
１
２
３
周
年
記
念
会

員
大
会
を
開
催
し
た
。

　

鈴
木
栃
木
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
と
当
所
役
員
・
議
員
・

会
員
事
業
所
約
９
０
０
名
の
参
加
者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

栃
木
商
工
会
議
所

創
立
１
２
３
周
年
記
念 

会
員
大
会
開
催

・
組
織
力
強
化
並
び
に
財
政
基
盤
確
立
の
推
進

・
政
策
提
言
等
要
望
の
推
進

・
中
心
市
街
地
活
性
化
及
び
産
業
振
興
事
業
の
推
進

・
地
域
企
業
の
経
営
力
向
上
、
基
盤
強
化

平成27年度
重点事業

創
設
時
の
先
人
た
ち
の
商
人
魂
と
先
見
性

の
高
さ
を
再
確
認
し
、
こ
の
気
概
を
今
に

甦
ら
せ
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
商

工
会
議
所
の
継
続
性
と
更
な
る

発
展
と
「
会
員
事
業
所
の
笑
顔

の
た
め
に
」
の
基
本
方
針
の
実

現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
事
業

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
が
さ
れ
た
。

　
次
に
、「
蔵
の
街
と
ち
ぎ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
大
賞
」
が
贈
呈

さ
れ
、
引
き
続
き
、
各
種
事
業

に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
い
た

役
員
・
議
員
・
会
員
事
業
所
に

各
種
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
冠
二
郎
・
門
倉
有
希
・

神
園
さ
や
か
・
Ｕ
字
工
事
に
よ
る

「
歌
と
お
笑
い
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
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伊勢神宮にて記念撮影

金融税務委員会開催風景

ふるさとまつり開催風景

　
去
る
10
月
25
日
・
26
日
の

二
日
間
、
議
員
団
幹
事
会
・

経
営
政
策
委
員
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
当
所
役
員
・
議
員

等
23
名
が
参
加
し
、
標
記
視

察
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。

　
初
日
は
、
そ
れ
ま
で
偶
然

の
産
物
で
あ
っ
た
「
真
珠
」

を
世
界
で
初
め
て
養
殖
に
成

功
し
た
、
ミ
キ
モ
ト
創
業
者

御
木
本
幸
吉
氏
の
生
涯
と
足

跡
を
『
真
珠
博
物
館
』
に
て

研
修
し
た
。
松
月
館
長
よ

り
、「
御
木
本
は
、
天
然
真

珠
乱
獲
に
よ
り
減
少
し
て
い

た
ア
コ
ヤ
貝
の
保
護
と
増
殖

を
目
的
に
、
養
殖
真
珠
を
作

り
出
す
決
意
を
し
た
。
そ
の

原
動
力
は
並
々
な
ら
ぬ
努
力

と
研
究
の
賜
で
あ
る
が
、
明

治
天
皇
に
拝
謁
し
た
際
に
、

「
世
界
中
の
女
性
の
首
を
真

珠
で
し
め
て
ご
ら
ん
に
い
れ

ま
す
」
と
申
し
上
げ
、
有
言

実
行
す
る
た
め
己
を
鼓
舞
し

た
よ
う
だ
。
ま
た
、
事
業
成

功
の
陰
に
は
、
財
界
の
重

鎮
・
渋
沢
栄
一
氏
と
の
出
会

い
も
含
め
多
く
の
人
々
の
関

わ
り
が
大
き
い
。」
と
、
逸

話
も
交
え
た
講
話
か
ら
、
氏

の
高
い
志
と
真
珠
に
か
け
る

情
熱
に
感
銘
を
受
け
た
。

「
労
務
雇
用
委
員
会
」

■
開
催
日

　
　
10
月
13
日

■
出
席
者

　
　
６
名

■
協
議
事
項

　
①�

労
務
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
相
談
会
開
催
に
つ

い
て

　
②�

栃
木
・
壬
生�

若
年
者

就
職
面
接
会
の
開
催
に

つ
い
て

「
産
業
振
興
委
員
会
」

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

合
同
委
員
会

■
開
催
日

　
　
10
月
15
日

■
出
席
者

　
　
14
名

■
協
議
事
項

（
１
）
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
①�

平
成
27
年
度
通
行
量
調

査
実
施
報
告

　
②�

栃
木
市
合
併
５
周
年
記

念
「
第
19
回
蔵
の
街
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
に
つ

い
て

（
２
）
産
業
振
興
委
員
会

　
①�

と
ち
ぎ
蔵
も
の
が
た
り

ブ
ラ
ン
ド
事
業

　
②�

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

２
０
１
５
出
店
報
告

　
③�

栃
木
市
の
産
業
と
物
産

　
二
日
目
は
、
平
成
25
年
に

二
十
年
に
一
度
の
神
宮
式
年

遷
宮
を
迎
え
た
『
伊
勢
神

宮
』
の
外
宮
｛
豊
受
大
神

宮
｝・
内
宮
｛
皇
大
神
宮
｝

の
両
宮
を
「
御
玉
垣
内
特
別

参
拝
」
し
た
。
神
楽
殿
に
て

ご
祈
祷
の
後
、
神
職
の
案
内

に
よ
り
外
玉
垣
南
御
門
内
に

参
入
し
参
拝
し
た
。
日
本
人

の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
神

宮
を
参
拝
し
、
心
身
が
清
め

ら
れ
、
日
常
へ
の
感
謝
を
見

つ
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
参
拝
後
、
内
宮
前

に
位
置
す
る
、
江
戸
・
明
治
期

の
伊
勢
路
の
建
築
物
を
再
現
し

た
「
お
か
げ
横
丁
」
を
視
察

し
、
平
日
と
は
思
え
な
い
賑
わ

い
と
町
並
み
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

視
察
研
修
と
な
っ
た
。

展
の
進
捗
状
況
報
告

「
金
融
税
務
委
員
会
」

■
開
催
日

　
　
10
月
19
日

■
出
席
者

　
　
10
名

■
報
告
事
項

　
①�

平
成
27
年
台
風
18
号
の

大
雨
被
害
に
係
る
「
特

別
相
談
窓
口
」
の
開
設

及
び
「
緊
急
金
融
相
談

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
②�

平
成
27
年
度
消
費
税
転

嫁
対
策
相
談
窓
口
相
談

等
事
業
の
開
設
に
つ
い

て

■
協
議
事
項

　
①�

小
冊
子
「
栃
木
市
の
商

業
と
金
融
」（
仮
称
）

の
作
成
に
つ
い
て

各
常
設
委
員
会
開
催
報
告

視
察
研
修
旅
行
を
実
施

�

「
ミ
キ
モ
ト
」「
伊
勢
神
宮
特
別
参
拝
」

　
栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で

は
、
19
回
目
の
「
蔵
の
街
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
を
市
制
５

周
年
記
念
と
し
て
、
10
月
31

日
・
11
月
１
日
の
２
日
間
蔵

の
街
大
通
り
を
会
場
に
開
催

し
、
６
万
２
千
人
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
秋
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
な
い
年
に

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で
開

催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
だ

が
、
同
時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
多
く
の
集
客
を
狙
う

た
め
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

や
商
店
会
に
よ
る
「
大
盤

振
る
舞
い
」、
協
力
団
体
の

「
栃
っ
子
茶
屋
」
の
他
、
栃

木
警
察
署
や
栃
木
市
消
防
署

の
協
力
も
あ
り
様
々
な
催
し

が
開
か
れ
た
。

　
ま
た
、「
お
囃
子
の
競
演
」

や
「
人
形
山
車
の
引
き
出

し
」、
特
設
会
場
で
は
、「
第

38
回
栃
木
市
の
産
業
と
物
産

展
」・「
秋
季
盆
栽
展
」・「
菊

花
展
」
の
ほ
か
、「
呑
龍
さ

ま
縁
日
」・「
骨
董
市
」・「
歌

麿
ま
つ
り
」
等
も
同
時
開
催

さ
れ
、
更
な
る
集
客
を
得
た
。

　
当
所
が
主
催
と
な
る
産
業

と
物
産
展
で
は
、
栃
木
市
制

５
周
年
を
記
念
し
、
物
販
飲

食
、
物
販
、
展
示
の
３
エ
リ

ア
を
設
け
、
都
賀
町
商
工

会
・
大
平
町
商
工
会
・
藤
岡

町
商
工
会
・
西
方
商
工
会
・

岩
舟
町
商
工
会
に
よ
る
市
内

全
域
の
産
業
・
物
産
品
な
ど

を
紹
介
・
販
売
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
開
設
し
た
。

　
出
展
事
業
所
か
ら
は
、

「
市
民
や
観
光
客
に
対
し
、

自
社
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
情
報

発
信
す
る
と
共
に
、
消
費
者

か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
絶
好
の
販
売
促
進
の

場
で
あ
る
」
と
の
声
や
「
産

業
と
物
産
展
の
際
の
販
売
を

き
っ
か
け
に
、
自
店
へ
の
来

店
客
数
が
増
加
し
た
」
等
の

意
見
が
聞
か
れ
、
来
場
者
か

ら
は
、「
栃
木
市
内
の
名
産

品
が
一
同
に
会
す
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
へ
の
理
解

と
親
し
み
を
深
め
る
よ
い
機

会
で
あ
り
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

第
19
回

蔵
の
街
ふ
る
さ
と
ま
つ
り



（昭和43年２月２日）第３種郵便物許可⑶� 栃木商工会議所ニュース � 平成27年11月10日発行

開催風景

　「
論
語
と
算
盤
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
一
つ
悩
ま
し
い
矛
盾
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴

と
も
い
え
る
一
節
が
『
論
語
』

に
は
あ
り
ま
す
。

・�

な
に
ご
と
も
控
え
目
に
す
れ

ば
、
め
っ
た
に
失
敗
す
る
も

の
で
は
な
い
（
子
曰
く
、
約

を
以
っ
て
こ
れ
を
失
う
者
は

鮮
し
）�

里
仁
篇

　
書
き
下
し
文
に
あ
る
「
約
」

の
意
味
は
、「
倹
約
」
や
「
控
え

目
」、「
苦
し
い
状
態
に
お
か
れ

る
」
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
。

要
は
、
金
銭
や
行
動
、
考
え
方

を
控
え
目
に
し
て
お
け
、
謙
虚

で
あ
れ
、
と
孔
子
は
説
い
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の

武
士
道
に
影
響
を
与
え
、「
武
士

は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
」
の
武
士

道
的
な
精
神
に
、
後
々
直
結
し

て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
が
皆
、
こ
う

い
っ
た
信
条
を
旨
に
し
て
し
ま

う
と
、
お
そ
ら
く
資
本
主
義
経

済
は
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま

す
。「
約
」
と
は
正
反
対
の
意
味

を
持
つ「
漫
」―
―「
放
漫
」や「
派

手
目
」、「
楽
し
い
状
態
に
い
る
」

こ
と
も
な
い
と
、
経
済
は
拡
大

し
て
く
れ
な
い
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
渋
沢
栄
一
は
、
あ
る

宴
席
で
、
こ
ん
な
挨
拶
を
披
露

し
ま
す
。

　《
世
間
に
は
表
に
木も

め
ん綿

を
用
い

て
倹
約
を
装
い
な
が
ら
、
裏
に

は
絹
を
用
い
る
よ
う
な
人
も
な

き
に
あ
ら
ず
。
あ
る
い
は
一
箇

の
煙
草
盆
の
火ひ

い
れ入

を
数
万
金
を

以
て
こ
れ
を
贖あ

が
な

い
、
あ
る
い
は

一
双
の
屏び

ょ
う
ぶ風

に
数
十
万
を
投
じ

て
、
悦よ

ろ
こ

ん
で
い
る
人
も
あ
る
。

も
し
真
に
こ
れ
を
愛
す
る
心
か

ら
す
る
こ
と
な
れ
ば
な
お
恕じ

ょ

す

る
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
が
、
単

に
そ
の
価
格
の
高
貴
な
る
の
み

を
以
て
豪
奢
を
誇
る
人
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
か
よ
う
な
こ
と

は
大
い
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
思
う
》

　
高
級
外
車
や
高
級
時
計
を

買
っ
て
喜
ん
で
い
る
現
代
人
に

は
、
耳
の
痛
い
話
で
す
が
、
し

か
し
栄
一
は
倹
約
一
方
で
も
良

く
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　《
倹
約
と
い
う
こ
と
は
た
だ

に
物
を
節
約
す
る
と
い
う
消
極

的
の
み
で
は
よ
ろ
し
く
な
い
。

そ
の
半
面
に
お
い
て
は
大
い
に

積
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

あ
る
古
本
に
昔
、
江
戸
の
大
名

に
倹
約
主
義
の
人
が
あ
っ
て
、

渋
沢
栄
一
と
『
論
語
』
を
ひ
も
解
く

　
　   

子
曰
く
、
約
を
以
っ
て
こ
れ
を
失
う
者
は
鮮
し

 

（『
論
語
』
里
仁
篇
）

諸
事
万
端
節
約
を
旨
と
し
て
、

始
終
そ
の
実
行
に
腐
心
し
て
い

た
結
果
、
ま
ず
家け

ら
い来

を
廃
し
、

次
に
女
中
を
廃
し
、
愛
犬
愛あ

い

鷹よ
う

の
飼
養
を
や
め
、
終
わ
り
に
愛

妾
を
も
放
逐
し
て
自
分
一
人
に

な
っ
た
が
、
つ
ら
つ
ら
考
え
て

見
れ
ば
、
自
身
が
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
無
用
な
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た

の
で
、
つ
い
に
自
分
も
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
載
っ

て
い
る
が
、
倹
約
は
結
構
で
あ

る
が
、
こ
の
大
名
式
に
万
事
消

極
的
の
み
で
は
、
手
も
足
も
出

せ
な
い
こ
と
に
な
る
》

　
そ
う
、
倹
約
一
辺
倒
で
も
、

人
は
あ
る
種
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
失
っ
て
し
ま
う
面
が
あ
る

わ
け
で
す
。
控
え
目
に
す
べ
き

と
こ
ろ
は
控
え
目
に
し
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
積
極
的
に
打
っ
て

出
る
―
―
こ
の
使
い
分
け
に
こ

そ
、「
論
語
と
算
盤
」
が
成
功
す

る
た
め
の
鍵
が
あ
る
わ
け
で
す
。

守  屋　　淳
（もりや・あつし）

昭和40年東京生まれ。大手書店勤務を経て独立。Webで［本］
のメルマガ、［書評］のメルマガを創刊、編集同人を務めて
いる。著書に『孫子・戦略・クラウゼヴィッツ』（プレジデ
ント社）、『最強の孫子』『活かす論語』（日本実業出版社）、
共著訳書に『中国古典の名言録』（東洋経済新報社）、講演
CDに『新説��孫子の兵法』『ビジネス版��三国志』（日経BP社）
など多数。
http://www.honmaga.net/

　
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
市
内
の
消
費
喚

起
、
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
栃
木
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
「
と
ち
介
商
品

券
」
は
平
成
28
年
１
月
31
日

が
使
用
期
限
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
扱

店
に
お
け
る
換
金
期
限
は
、

平
成
28
年
２
月
10
日
ま
で
で

す
。

　
商
品
券
は
市
内
約
６
０
０

店
舗
に
て
ご
使
用
で
き
ま
す
。

　
取
扱
店
は
、
店
頭
の
黄

色
・
青
色
の
の
ぼ
り
旗
が
目

印
で
す
。

　
ま
た
、
使
用
店
舗
一
覧
は

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

URL:http://www.tochigi-cci.
or.jp/general.php?cm

s_id=46

　
去
る
10
月
８
日
、
大
田
原

市
内
に
お
い
て
、
平
成
27
年

度
第
37
回
栃
木
県
商
工
会
議

所
振
興
委
員
研
究
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
本
会
は
、
商
工
会
議
所
と

地
域
事
業
所
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
各
地

振
興
委
員
と
事
務
局
総
勢

１
３
０
名
（
当
所
17
名
）
が

出
席
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
岡
野
大

田
原
商
工
会
議
所
副
会
頭
よ

り
、
市
内
商
店
連
盟
を
主
体

と
し
た
大
田
原
一
店
逸
品

「
与
一
逸
品
物
語
」
と
、
青

年
部
が
行
う
「
婚
活
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
の
活
動
報
告

が
さ
れ
た
。

　
去
る
10
月
23
日
、
台
風
等

大
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆

様
を
対
象
に
し
た
「
第
２
回�

緊
急
金
融
相
談
会
」
を
実
施

し
た
。

　
相
談
会
で
は
、
当
所
経
営

指
導
員
・
栃
木
市
担
当
職

員
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

野
支
店
・
栃
木
県
経
営
支
援

課
・
栃
木
県
信
用
保
証
協
会

の
各
担
当
者
が
対
応
し
、
被

害
に
遭
っ
た
皆
様
か
ら
は
、

浸
水
し
た
設
備
の
修
理
や
買

い
替
え
を
行
う
た
め
の
資
金

や
、
既
応
債
務
の
返
済
条
件

緩
和
な
ど
、
資
金
繰
り
と
う

に
つ
い
て
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
中
小
企
業
相
談
所

　
℡
23
‐
３
１
３
１

第
37
回

栃
木
県
商
工
会
議
所

振
興
委
員
研
究
集
会

とち介商品券　　　　　
　　利用は１月31日まで

券
通
共
全加盟店用

全ての加盟店
で使用できます。

相談会開催風景

台
風
等
大
雨
災
害
に
伴
う

緊
急
金
融
相
談
会
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　商工会議所では、経営に関する様々なお悩み
にお答えしています。

○経営についてアドバイスを受けたい
○新たな顧客を開拓したい
○人材を育成したい　　　　　　etc...

会員の皆様！会員特典使ってますか？
　当所会員の皆様は、企業に合った専門家によ
る相談・指導が無料で受けられます。例えば、

「専門家派遣事業」を利用し新商品の開発に活
用できます。その他、当所会議室を通常料金か
ら20％割引（営利以外の目的の場合）でご利用
いただけます。会議やセミナー等にご利用くだ
さい。
【お問合せ先】総務課　℡２３－３１３１

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャ
ンペーン」を９月～11月に実施しております。
本キャンペーンは『商工会議所福祉制度』を
会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の
福祉向上にお役立ていただくことを主な目的
としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の
皆様の保障や退職準備他、入院・介護・老後
に備えた様々な保障ニーズにお応えするもの
です。商工会議所職員とアクサ生命保険株式
会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご
協力いただきますようお願い申し上げます。

【お問合せ先】業務課　℡２３－３１３１

会員企業をご紹介ください！　  「商工会議所福祉制度
　　　　キャンペーン」のお知らせ

開業したばかりで不安だった
が、記帳の仕方から申告決算
まで指導いただき、助かった。

≪某飲食店経営者　談≫

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共
済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全
国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株
式会社により運営されている組織です。

経営セーフティ共済 検  索 小規模企業共済 検  索

★毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課税対象
　所得400万円の方なら、約11万円の節税になります。
　（左図は確定申告書の記載例）

回収困難となった売掛金（被害額）相当の資金を調達できます。（最高8,000万円まで）
「取引先の倒産」と「商取引の事実」の確認で迅速に貸付実行。「取引先の倒産」と「商取引の事実」の確認で迅速に貸付実行。

当面の資金繰りに役立ち、自社と社員を守れます。当面の資金繰りに役立ち、自社と社員を守れます。

将来、「廃業」「役員退任」等が生じたときに共済金を
受け取れます。
将来、「廃業」「役員退任」等が生じたときに共済金を
受け取れます。
現役引退後の安心した生活設計が図れます。現役引退後の安心した生活設計が図れます。

掛金は
損金もしくは
必要経費に
算入できます

掛金は
全額所得
控除
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去
る
10
月
31
日
～
11
月
１

日
、
栃
木
市
合
併
５
周
年
記

念
「
第
19
回
蔵
の
街
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
会
場
内
に
て
特

設
テ
ン
ト
を
設
け
、「
出
前

商
工
会
議
所
」
を
開
設
し
た
。

　
こ
れ
は
、
来
場
さ
れ
た
一

般
の
方
に
対
し
商
工
会
議
所

の
認
知
度
を
調
査
し
た
も

の
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
地

域
に
お
け
る
商
工
会
議
所
の

役
割
・
事
業
活
動
を
広
く
市

民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

会
費
の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
（
後
期
分
）

　
11
月
24
日
（
火
）
は
、
商
工
会
議
所
会
費
の
第
４
回
目
の

口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
振
替
口
座
等
に
変
更
の
あ
る
方
、
領
収
書
が
必
要

な
方
、
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
総
務
課

　
℡
23
‐
３
１
３
１

１
．
回
答
者
数

　
　
　
　
　
　
２
７
３

　
名

　
今
回
の
調
査
結
果
で
は
、

商
工
会
議
所
の
認
知
度
は

前
々
年
を
上
回
っ
た
。
一
因

と
し
て
、
と
ち
介
商
品
券
の

販
売
事
業
が
市
民
に
浸
透
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
調
査
の
中
で
、
今
後
、
地

域
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き

か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
若

者
や
高
齢
者
の
働
く
場
の
確

保
や
、
空
き
店
舗
の
利
活

用
、
街
の
活
性
化
を
訴
え
る

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

※�

詳
し
い
調
査
内
容
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
。

U
RL�http://w

w
w.tochigi-

cci.or.jp/

日　

時

　
12
月
８
日
（
火
）

　
午
前
10
時

　
　
　
　
～
11
時
30
分

相
談
員

　
弁
護
士

商
工
法
律
相
談

金
融
相
談

運
転
資
金
手
当
・
設
備
導
入

日　

時

　
12
月
10
日
（
木
）

　
午
前
10
時

　
　
　
　
～
午
後
４
時

相
談
員

　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

　栃木会議所ニュースは、栃木市内会員事業所、及び全
国の商工会議所約2,000社に発送している会報誌です。
　折込サービスを利用して、当会報誌と一緒に皆様のチ
ラシをお届けしませんか？

　　A4・B5サイズ
特価 32,400円（税込）

※A3・B4サイズ（２つ折り）は、54,000円
※�発行号同月内に締め切りを設定されているチラシはお断

りさせていただく場合がございます。

【お申込み・お問合せ先】　業務課　☎23-3131

＊会員サービス事業＊

折込チラシサービス実施中

振
替
日
は
、

　
　
11
月
24
日
（
火
）
で
す

＊
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
＊

＊うずま共済加入者サービス事業＊

健康診断サービス実施中
　うずま共済加入者の方々へのサービスの一環として、

「健康診断」を実施しております。労働安全衛生法で、事
業者は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところに
より、医師による健康診断を行わなけれはなりません。
是非ご活用ください。

基本プラン 5,140円（税込）
生活習慣病プラン 18,520円（税込）
人間ドックプラン 41,040円（税込）

※�全国健康保険協会（協会けんぽ）、並びに国民健康保険
ご加入の方につきましては、一定の条件により補助があ
る場合がございますので、ご確認の上お申込み下さい。

【お申込み・お問合せ先】　業務課　☎23-3131

　
　
　
　
※
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
台
風
18
号
の
大
雨
に
よ
り
経
営
に
支
障
を
き
た
す
等
影
響
を

受
け
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の
資
金
繰
り
や
経
営
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】　
中
小
企
業
相
談
所

　
　
℡
23
‐
３
１
３
１

　
商
工
会
議
所
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
出
前
商
工
会
議
所
」
開
催

商工会議所を知っていますか？

どんな事業をやっているか知ってますか？

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

特
別
相
談
窓
口

台
風
18
号
等
に
よ
る「
大
雨
災
害
」

特
別
相
談
窓
口
に
関
す
る
相
談

0
50

100
150

0
10
20
30
40

経
営
相
談

知
っ
て
い
る

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

今
後
利
用
し
た
い

知
ら
な
い

創
業
相
談

記
帳
相
談

後
継
者
相
談

新
製
品
相
談

地
域
情
報
取
得

会
館
施
設
利
用

各
種
検
定
受
験

そ
の
他

自
社
Ｐ
Ｒ
相
談

0
50

100
150

0
10
20
30
40

経
営
相
談

知
っ
て
い
る

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

今
後
利
用
し
た
い

知
ら
な
い

創
業
相
談

記
帳
相
談

後
継
者
相
談

新
製
品
相
談

地
域
情
報
取
得

会
館
施
設
利
用

各
種
検
定
受
験

そ
の
他

自
社
Ｐ
Ｒ
相
談
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　去る10月18日から19日の２日間にわたり、研修エンジョイ委員会
（寺内将光委員長）が主管となり視察研修会を実施し、会員12名が参
加した。本年３月の北陸新幹線の開業により脚光を浴び、観光客が
急増している金沢市における観光振興の取り組みや地域商工業の振
興等について情報を収集することを目的に開催されたものである。
　初日は、日本３大名園のひとつである兼六園を訪れた。水戸偕楽
園、岡山後楽園とならぶ日本三名園の一つであり、加賀歴代藩主に
より長い歳月をかけて形づくられてきた庭園を散策し、移りゆく秋
の情緒を味わうことができた。続いて、卯辰山工芸工房を視察し、
九谷焼や金沢泊をはじめとする金沢の伝統工芸に触れる機会となった。

　２日目は、金沢商工会議所を訪問し、北陸新幹線開通による観光
振興の現状や商工会議所の取り組み等についての講話をいただい
た。前年対比で金沢駅の乗降客数は３倍、市内の宿泊者数は1.2倍で
推移しており、管内の景況もサービス業を中心にすべての項目でプ
ラスとなっている反面、労働力不足や従業員の確保難などが新たな
課題として浮き彫りになっているということであった。続いて中小
企業庁「がんばる商店街77選」に選ばれている片町商店街において、
商店街活性化事業とその効果についての説明に引き続き視察を実施
した。

　行く先々で温かいおもてなしをいただき、金沢商工会議所が推進
している「金沢あきんど “ざわもて運動”」の浸透ぶりを感じさせら
れた。
　今回の視察を通じ、地方観光都市の特徴を活かした街づくりや先
進事例を検証する機会となった。当市の未来像や街づくりに対する
意識の向上に繋げるとともに、今後の企業経営やYEG活動に役立て
てまいりたいと思う。

研修エンジョイ委員長　寺内将光　
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視察研修会（石川県金沢市）を実施10月担当例会

JR金沢駅前の「鼓門」

金沢商工会議所前で記念写真

金沢商工会議所 中小企業相談所長林様の講話

　10月28日、蔵の街サマーフェスタ第２回実行委員会が栃木市役所で
開催され、谷中会長以下執行部が出席した。
　会はまず、谷中会長より「エンジョイのテーマのもとに開催し、市
民や参加者、スタッフの笑顔が見られて嬉しかった」と挨拶が述べら
れ、続いて鈴木市長、大川会頭より「成功裡に開催されたことに、関
係各位に感謝申し上げる」と慰労の言葉を頂いた。その後、事業報告
並びに収支決算報告について審議され承認された。
　来年は、10周年の節目の年を迎えることから、引き続き会員の皆様
のご協力をお願い申し上げる。

� 運営専務　須田尚男　
挨拶を述べる谷中会長

蔵の街サマーフェスタ第２回実行委員会に出席


